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トレンチ内の高濃度汚染水の除去（汚染源を取り除く） 

トレンチ内部を特殊なセメントで充填し汚染水を取り除くことにし
ました。 
 

 平成２６年１１月下旬より、トレンチ内を埋める作業を開始し、
今年６月には全てのトレンチ内の汚染水除去を完了する予定です。 
 

※２号機及び４号機の原子炉建屋と連結しているトレンチについては、地下の
トンネル部（水平方向に掘られた坑道）の充填が完了し、平成２７年４月現
在、２号機のトレンチ立坑部（地上と地下を連結するために垂直方向に掘ら
れた坑道）の充填作業を行っているところです。 

 

※また、３号機原子炉建屋と連結しているトレンチについては、地下のトンネ
ル部の充填を行っているところです。 

 

 福島第一原発の廃炉･汚染水対策は世界にも前例のない困難な取組
みであり、試行錯誤や改良を続けながら、重層的な対応を行ってい
ます。 
 

 引き続き、改善を図りながら効果的な対策を講じるため、国も前
面に立って取り組んでまいります。 

トレンチ（地中トンネル）内 
の高濃度汚染水の除去・浄化      

 福島第一原子力発電所では、３つの基本方針（「①汚染源を取り除
く」、 「②汚染源に水を近づけない」、「③汚染水を漏らさない」）
に基づき、汚染水対策を進めています。 
 今回は、「①汚染源を取り除く」対策の一つ、トレンチ（配管や電
源ケーブルを収納する地下トンネル）内の汚染水除去について御説明
します。 

 トレンチ内には、事故直後
に流出した高濃度の汚染水が
溜まっています。 
 

 このため、トレンチ内の高
濃度汚染水が漏洩するリスク
を根本から解決するため、 
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日比さん： 浜通りは個人的には非常に好きなところで、
東北でも雪が少なく気候が良く、海の幸も山の幸もあり
非常に良いところです。廃炉作業は、かなり長い話には
なりますが、少しでも復興の役に立てればと思っていま
す。妻と子供も「福島のため、日本のために頑張って」
と応援してくれています。 

大村さん： 震災により福島は大変な被害を受けましたが、
「土木屋だからこそ出来ることがある、福島の復興のた
めに少しでも力になれれば」と思っています。みなが高
いモチベーションを維持しながら働ける環境を構築する
ため、休憩時には職員一人一人に積極的に話しかけるな
ど、コミュニケーションを大切にしています。 

作業現場から ～汚染水の残るトレンチのコンクリート充填～ 

 ひび   やすお 

◆◇◆ 現地事務所から◆◇◆ 

 初めまして。４月１日より原子力災害対策本部廃炉・汚染水対策チーム
現地事務所長に着任しました生越(おごし)です。廃炉・汚染水対策の国の
最前線である現地事務所長として、緊張感を持って取り組んでまいります。 

 先月、原子力災害現地対策本部長である高木経済産業副大臣が、福島第
一原子力発電所の現場で働く協力企業を訪れ、作業員の方々に対し、「現
場で働かれている作業員の皆様の努力があって始めて、廃炉・汚染水対策
を前に進めることが出来る」との激励を行いました。これからも、国、東
京電力、協力企業の力を結集して、廃炉・汚染水対策に取り組んでまいり
ます。 

日比さん： ２号トレンチの充填に関し、１日で３００ 
ｍ３もコンクリートを打設しなければならない日もあ 
りました。構内作業は一人当たりの作業時間に制約も 
ありますので、複数班体制を組み、職員総出８０人く 
らいで行いました。その日は１２月中旬で雨も降って 
いましたので、とても寒い中の作業でした。 
大村さん： 現場で指揮を執っていた時に気をつけていた点は、作業手順を間違
えないようにすることでした。時間が限られている中で大勢の人間が現場で動
かなければならない仕事ですから、とにかく手順をしっかり守ることを心がけ
ました。複数班で交代しての作業だったので、交代時の作業の引き継ぎに間違
いがないかなども細かくチェックしていました。 
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